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& Pricing Control Problems）や確率的決定過程としての側面を指摘し，研究の位置付けと貢献について概観

















　第 7章では，第 6章までとは異なり，Model IVとしてサービス処理時間が固定された決定論的なモデル
について，問題の定式化と最適選択ルールの導出を行っている。
　第 8章では，Model IIIを拡張して，複数のサービスラインが存在する場合の確率モデルとしてModel V
の構築を行い，得られた最適選択ルールを分析している。
　第 9章は，本論文で提案された 5通りのモデルについて，得られた顧客選択についての知見を総括して総
合的な考察を行い，本研究全体としての結論と課題をまとめている。
　Appendixでは，本文中に記載された補題についての証明を与えている。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　これまで取り扱われることの少なかった，副業からの利得がある場合について，最適顧客選択問題の数
理的定式化と分析を行ったことは評価できる。また，最適選択ルールの導出について，著者は Admission 
Controlと Pricing Controlを統一的な枠組みで解析し，複雑な条件についての場合分けも丹念にこなしてい
る。ただ，モデルが現実的で複雑になるに従い，解の一意性や単調性などの一般化が難しくなり，解析が不
十分な部分も残されている。しかし，全体として，本論文は学位論文としての水準に達しているものと認め
られる。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
